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「学位（博士）取得者のキャリアデザインに関するワークショップ」 

開催の経緯と概要 

 

薬学に関する学術の進歩を持続するためには学術活動に従事する人材の育成が欠かせない。しかし、近

年は大学院の 4 年制博士課程および博士後期課程への進学者が減少しており、学術を推進する博士人材

の不足が懸念されている。そこで、日本薬学会の目的「薬学に関する学術の進歩および普及をはかる」に

基づき、薬学教育委員会は 2022 年度から今後の学術進歩を担う若手人材の育成に資する活動を行うこと

とした。 

その最初の取組として企画したのが「学位（博士）取得者のキャリアデザインに関するワークショップ」

である。薬学教育制度が変更された平成 18 年度以降に薬学部に入学し、大学院において学位を取得して

アカデミア、医療機関あるいは企業等で働く若手博士たちから、キャリアの現況やビジョン・ニーズ等を

聞くことを目的とした。ワークショップの参加募集は、長井記念若手薬学研究者賞受賞者*1、および長井

記念薬学研究奨励支援事業採用者または全国学生ワークショップ参加者で学位取得者を対象に行った。

参加希望者は 29 名（6 年制課程卒業 23 名、4 年制課程卒業 6 名；男性 20 名、女性 9 名）で、長井記念

薬学研究奨励支援事業採用者で学位取得者が 17 名（うち長井記念若手薬学研究賞受賞者 7 名；全国学生

WS 参加者 2 名）、全国学生ワークショップ参加者で学位取得者が 12 名であった。勤務先については、大

学 13 名、病院 9 名、企業 4 名、薬局 2 名、研究所 1 名でなった。 

注：*1 長井記念若手薬学研究者賞：長井記念薬学研究奨励支援採用者の中で、学位取得後 5 年目の活動

調査で、長井記念薬学研究奨励事業の趣旨と理念にある「薬学の発展に寄与する強い意志を持って活動し

ている研究者」に授与する。 

ワークショップは 2022 年 11 月 13 日（日）9 時から 17 時まで Zoom によるオンラインで開催した。

佐々木会頭の開会あいさつに続き、中村実行委員長が本ワークショップの開催趣旨の説明を行った。趣旨

説明では、参加者を対象に行った事前アンケートの結果も紹介された。第一部は「博士を取得した私のキ

ャリアデザイン」をテーマにワールドカフェを行い、参加者間の交流と情報共有を行った。最初のセッシ

ョンでは参加者は７テーブルに分かれ（Zoom のブレイクアウトルームを利用）、「私が博士課程進学（博

士取得）を選択した理由」をテーマに「おしゃべり」を行った。セッション 2 では別のテーブルに移動

し、新たに出会った参加者同士が「私が現在の仕事を選択した理由」について紹介しあった。最後のセッ

ション 3 のテーマは「私のキャリアプラン」で、第二部以降でグループ討論を行うメンバーが同じテー

ブルとなり、自己紹介と将来計画について会話を楽しんだ。 

第二部では本ワークショップのメインテーマとなる「私たちが歩んでいるキャリアで感じる課題と解

決のアイデア」について、第一部のセッション 3 と同じ 5 グループに分かれて協議を行った。作業とし
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ては、第一部のセッション 1 と 2 を振り返りながら、現在のキャリアにおける「課題」をリストアップ

した。また、議論の中で「課題」に対する「解決のアイデア」が出されたら併せて記載することとした。

グループ討論の結果、「ロールモデル不足（不在）」、「不安定で不確実なキャリア（就職先、任期、給与、

休職・転職など）」、「ワーク・ライフ・バランス」、「大学院博士課程在学時の経済的負担」、「臨床と基礎

の連携不足」、「臨床で働く薬剤師にとっての研究時間確保」などの深刻な課題があげられ、解決のための

いくつかのアイデアが提案された。とくに「ロールモデル不足（不在）」に対しては、「自分たちがロール

モデルとなる」という主体的で心強い解決策が提示された。 

第三部は「博士を取得した私たちがもつ未来の可能性」をテーマとし、参加者にキャリアプランについ

て考える機会を提供した。まず、キャリアに関する理論の一例として「計画的偶発性理論  Planned 

Happenstance Theory」を紹介した。作業としては、10 年後に「誰の」、「どんな課題」の解決に取り組ん

でいる可能性があるかをグループでリストアップした。続いて、各個人が自身の未来を選択し、3～4 年

後、6～7 年後、10 年後のキャリアを考え、これをプラン A とした。また、プラン A とは別の未来を選

択し、同様に 10 年後までのキャリアを計画し、これをプラン B とした。グループのメンバーのプラン A

とプラン B を共有した上で、発表は代表的なプランを紹介することとした。第三部のプロダクトとして、

参加メンバーのビジョンを反映した種々のプラン A と B が提示され、参加者にとって博士取得者のキャ

リアの多様性と未来の可能性を確認する貴重な機会となった。 

第二部と第三部の各グループのプロダクト、およびワークショップ終了後に実施した事後アンケート

の結果を本報告書にまとめたので、博士取得者の支援や進路相談の参考にしていただきたい。 

最後に、休日にも関わらず本ワークショップに参加し、各テーマについて熱心に協議しプロダクトをま

とめた参加者各位に心から敬意を表する次第である。日本薬学会薬学教育委員会は本ワークショップの

プロダクトとアンケート結果に基づいて、2023 年度から具体的な活動を展開していく予定である。 

 

 

2023 年 1 月 

日本薬学会薬学教育委員会委員長 

中村明弘 
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「学位（博士）取得者のキャリアデザインに関するワークショップ」プログラム 

 

開催日時：2022 年 11 月 13 日（日）9：00～17：00 

開催形式：オンライン（Zoom） 

主 催 ：公益社団法人 日本薬学会 薬学教育委員会 

参加者 ：学位取得者 29 名（6 年制卒 23 名、4 年制卒 6 名；男性 20 名、女性 9 名） 

・長井記念薬学研究奨励支援事業採用者で学位取得者 17 名 

（うち長井記念若手薬学研究賞受賞者 7 名；全国学生 WS 参加者 2 名） 

 ・全国学生ワークショップ参加者で学位取得者 12 名 

 

＜プログラム＞ 

8：30 参加者受付 

9：00 開会あいさつ  日本薬学会 会頭 佐々木 茂貴 

9：05 趣旨説明 日本薬学会 薬学教育委員会 委員長 中村 明弘 

 

第一部 「博士を取得した私のキャリアデザイン」 

9：20 作業説明 

9：30 World Café 

10：50 休憩 

 

第二部 「私たちが歩んでいるキャリアで感じる課題と解決のアイデア」 

11：00 作業説明 

11：15 Small Group Discussion 

12：30 昼食 

13：20 発表・討論 

14：20 休憩 

 

第三部 「博士を取得した私たちがもつ未来の可能性」 

14：30 作業説明 

14：40 Small Group Discussion 

15：40 休憩 

15：50 発表・討論 

16：30 意見交換 

16：50 閉会あいさつ 

  

17：00 自由交流 
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「趣旨説明」原稿 
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セッション報告 
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第一部 

 

「博士を取得した私のキャリアデザイン」 
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第二部 

 

「私たちが歩んでいるキャリアで 

 感じる課題と解決のアイデア」 
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作業説明 
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A グループ 
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キャリアの定義：博士課程修了後から今、困っていること。 

 職場復帰（産休、育休）。初めて、学位をとって産休、育休とっている。 

 研究しながら仕事をする。初めてのケース。 

 ロールモデルがなく、仕事と育児を両立できるのか心配。 

 周りの理解を得るところから大変。あなた、何者？ 

 基礎研究ばかり。臨床から基礎を拾いたいけど、臨床の知識がない。現場にいないと分からない。

仮説を立てても、現場で役に立つのか分からない。 

 臨床では研究ができない。大学病院なのに時間がとれない。 

 基礎を情報発信してもらわないと、基礎を知ることが難しい。 

 浜松医科大の情報発信。 

 情報発信の難しさ。公表して良いレベルとダメなレベルが難しい。 

 

研究をやっていくうえで、困っていること 

 時間がいくらあっても足りない。突き詰めていきたい。教育や事務作業に時間をとられる。 

 基礎であっても時間が足りない。 

 多施設共同は、やれるところで！薬局単一では症例報告。 

 産学連携。役割の明確化 

 

誰がどの現場で、どういう研究していくか？？ 

 研究が好きな人が集まっている。 

 研究に興味あるのか、薬剤師業務に興味あるのかで分かれている？ 

 分からないことを調べるのが好き（研究が好きではない？） 

 

達成感（学生の時） 

 分からないことが不安、分からないことが好き。 

 学位をとれたとき 
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B グループ 

【博士取得前】 

 

【博士取得後】 

 
  

 2                            Gr B

          

1

-  銭面 不安 4年 博士 籍   
費 生活費 

- 社  博士     並行    遂
行 困難

- 下 情報   クセ  増   情報 有
 助成   ト
 社  博士   経験談

- 社  博士  カ        手助 

-ハ ド  低  銭面 援助    績だ  評価    

2

- 博士               
    先真 暗 印象

- 好奇心         わ    

- 博士      優秀       
    う狭 将来ビジ      
      多  視野 狭  

-  生         話 聞 機  設  

- 情報 示  心 的 安定 与  

-    ぱ 博士に行  よ      う声 聞   べき

        成功    だ       

- 就活    に 生に伝  べき 複数機 あ  よ  

              6年 +4年 博士    

 2                            Gr B

          

1

-       プ  ベ ト        
    

-  う          つ    
-  う    績 稼ぐ  

- 上手             参 に   
- 組織        あ   位   う  

  に 位                
  

2

 生に    う         現  声
(      声)     あげ       

員   現 に行             
  無  

病院       員 相互         
   実践 き  良 
(病院        確保    員     
経験拡充) 

3

任期 問  あ   生にポジテ ブ 面  
      き    (例 助     転 
        あ )

定め   期         力 磨    
あ      生に対   強調 き  良  

4

-    -PhD 活き       病院   
       

- 他     に   不足 倫 委員   

- 市民病院  局  PhD 有  活躍 き よ
うに    よ 

-     柔軟 つ    構築  

              博士  後 
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C グループ 

 

 

 

 

 

 2                            Gr C

          

1

  活動 難  
    あ 

 家庭      
 テ ジ 任期 問
 etc. 

 出産 児に関わ   活動  ポ ト 不十      努力傾向   に   
           度 あ   使用 き     あ   休よ  有休消化
 促  合        不足 
→  に子供           に託児  あ   短    ト 

 心         続       必要  位 持つ  約束さ       

2
    中断によ 
  

  経験 一 積ま         

     併         経験 無             生計    
   活動 難     合 あ     み  う   さ に柔軟に   
必要 あ   

       両立 必要     面 あ   生に伝    ように意識   
  

     プ      中  様  経験 行動 必要      
 博士 程に    望に応    経験 積め    カ    ム
  生に対        不足

 奨   度⇒   働   まう 支給中断            離     
        経験 積め  要因        

             

 2                            Gr C

          

1 ロールモデルの調査対象

進学率の調査は新卒のみ。社会人大学院生などの調査なし。

今後の多様なキャリアのために、これらの情報把握と啓発広報も必要
ではないか。

産休育休に関しても制度確立が必要となってくるか

2 学生への啓発方法の検討が必要
ロールモデルは不足している。進学後にどんな進路があるのかを示す

ことができればキャリアプランを一層考えやすくなるのではないか。

3
現代の学生の考え方に合わせた、
キャリアプランやロールモデル

学生が自発的に動ける制度があるといい？

資金が大切。

             

 う う     版 あ     →
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 2                            Gr C

          

1 研究費

科研費、大学研究費用、実習生受入れ等による予算が現在挙げられる。

どのように研究費用を獲得するかについて、学生が把握していない可能性。

⇒知っておく必要がある。現実的に研究費用の取得とながれ、使用に関する

知識が必要。

⇒研究費申請の経験をさせてみるのもいい。学会によってコンペ的な費用申請

も面白いのでは （学会旅費もらえるとか (/・ω・)/ ）

2 学位取得によるメリット     加算  あ    （臨床で働くにあたって）

             

 2                            Gr C

          

1
教員やメーカー、臨床現場

の情報共有

情報 有 橋渡 役    あ        1  何      

        

病院   組織 敷居 超  対応  き  現実的

博士 程      位 持      活動⇒ 員   ネク   
 必要 資  必要 個   ネク        属  つ    
 必要 

2 勤務時間

   員   カ    ムに対  対応   多  実際休み   
  パ    あ  

  現     活動   に      あ     活動 あ  
 多  
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Dグループ 

 

 

 

  

 2                            Gr D

          

1

   院博士 程修了後     プ  提示
   さ
将来    ジ出来         ト 
       

      院に   積極的提示活動 積極的
実施

2

   院博士 程    経済的負担
奨   十 に支給さ     活動に  
出来   
    ト  負担 増   

 奨   度に関  情報公  充実

   内に   奨     拡充

  費 免除 減額によ 入   増員

3
 後輩  成困難
     成 べき後輩 絶対数     

   院博士 程      増員

             

 2                            Gr D

          

4

 雇用 度 任期付き 度 不備
次   保証   
短期  任期に   一定数  績 要求さ
   

    野によ    績 成  め    異
      野別によ 雇用 度 確立 必要
   選任 員    績 積め  度   

5
 認定       更新   ポ ト 脆弱
  参加  単位   困難 あ  

 オ    によ 参加  テム 拡充
 産休  休 度 改善 つつあ     内に
   周     向上

6

    ワ ク     確保 困難
         生活 両立 困難 あ  
        講義 実習  委員  
  多       捻出 困難 あ  
生活  子   関係     

 秘書 Lab manager    雇用促 

   選任   選任 員   担当 担 確立

 子  支援 度 拡充
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E グループ 

 

 

 

  

 2                            Gr E

          

1

【  博士   】

           位だ  就 先 
     不安定 

 例 任期  ま       費   
 思うように め      

  費 確保   法 探  多 あ    情報 
積極的に  に行  就 先  様に 情報    
       め     生     に行   
一度 に出      離   戻   選択肢  
     

2

【     】

          必要に    まう 
目下      後       め  
   線引き 難   プ  ベ ト  
  さ 必要 あ  

帰    明確に       ム  め     
     ム          つ   一 ひ 
    行動   

3
【家庭  両立   】
出産  によ     限 不安 

 度  度 ままに          改善 べき 
ま 周 に  よう       ポ ト   
急   に 対応 き    常に      
新      度 検討   

             

 2                            Gr E

  【    向き合  】

  費 確保   法 探  多 あ    情報 積極的に  に   
 生 就   様 あ  情報 積極的に  に      情報発信  ポ ト    め  
一度     離    に出 戻   選択肢       

【博士    将来   】
任期   費    思うように め                 位だ  就 先      不安定

【   勧め 上  現    】
目下      後       め     線引き 困難 
          必要に    まう プ  ベ ト    割 必要 あ  

【家庭     ベ ト 両立  上    】
出産  によ     限 不安 

帰      ト    終  明確に          ム      明確化 
ひ  ひ     行動   

 度  度 ままに          改善 べき 緊急対応 き    常に      
ま 周 に  よう       ポ ト   必要に応  新      度 検討   
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第三部 

 

「博士を取得した私たちがもつ 

未来の可能性」 
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A グループ 

【代表的なキャリアプラン A】 

 

【代表的なキャリアプラン B】 

 

  

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

  生 患  
    員

将来  路選択 抗菌 適正使用 
  耐 菌  染症治療  貢献

     双  内容      ように   
     継続  染症治療     向上 
    社   還元

代表的     プ  A

10年後
 生  に わ       員 実 経験 継続 (   認定 維持)       実
施           に  

6～7年後  生  に わ            実施 他施設    (     員  

3～4年後
 生  に わ     経験 実 実習生 還元   員   染 御関 に関  
             実施

現 
 染 御  従    染 御     抗菌 適正使用  染対 運営 
         盤  

Gr A

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

   
          行う   
 き 病院     成

 児            あ  緩和

代表的     プ  B

10年後
緩和 物療法認定    資格 活   活躍
             につ         内容 紹介 き   
多    達成

6～7年後
緩和 物療法認定     
          拡   行    
多     ベ   形成  

3～4年後
 児    両立 行 軌道に乗    
        細    継続  行    
     修 に 知識 還元  

現  児    両立  始… 不安 

Gr A
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【キャリアプラン C：希少種】 

 

 3 博士          つ未来 可     

誰      内容説明

生命科  実験 実験   誤差
実験操   動化  再現 向上によ 実験量 
削減    ピ ド  プ 実現   

    プ  C

10年後 培養肉   トダウ 技術  派生     動化  テム 普及

6～7年後 培養肉   トダウ 技術 再生医療  適応に従 

3～4年後 培養肉   トダウ 技術 普及に従 

現 培養肉   トダウ 技術  発に従 

Gr A
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B グループ 

【代表的なキャリアプラン A】 

 

 

【代表的なキャリアプラン B】 

 

  

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

  生／   
(最終的に患  )

   卒 生 博士 位  
   に   博士号      生    
 め     率 あげ 

代表的     プ  A

10年後
    員 病院   併任 (  +     ) 

＊   卒 生       心 的 物 的 クセ 問      組め よう 
プ  ト ォ ム構築 ＊孤立  独立  

6～7年後
    員 病院   併任 (  +     ) 

＊博士 位       発展 継続

3～4年後
    員 病院   併任 (  +     ) 

＊毎年 博士 位  支援 【CQ (ク  カ ク     ) →RQ (    ク  
   ) 化→プ ト  立案→  →論文発表】

現     員

Gr B

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

       むよう   づ  
現   位  後に    活躍 き       病院
           他      めに必要   
 倫 委員    支援   

代表的     プ  B

10年後
   通            き    無     
誰  ク  カ ク      発        き 組織 複数完成   

6～7年後      ように     他機関        ム    活動 

3～4年後
複数名   ム   活動 継続       周知  めに 結 
        内   終了 

現 
        べ        博士号             
      残  終わ       活動      

Gr B
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C グループ 

 

 

  

 ３ 博士          つ未来 可  Gr C

10年後 誰      内容説明

1
 生  員 

患 

医療 医 品 よ 

 度に     

 ベ   ク 知識      対応 き    

        う垣根            

2
   働 

   

      き 

   整  

      に  よう 状況に   

     員   発表 き よう 支援 実施 重要

 病院            め          

3

 カ    

     

     

途       

  活動 続  

  員 設備       

⇒ 材 成 重要

  生  路選択 き   づ  に  よう  員に

 短期的 長期的   計画

4

 カ    

     

     

AI ド    

Amazon 局 躍 
 AI  ツ   利用につ     あ  
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【キャリアプラン A】 

 
【キャリアプラン B】 

 

  

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

           活動 継続 10年後    員        活動 つづ     

    プ  A

10年後 複数   テ     発表    幅         

6～7年後
   ワ ク   様 長期的     に着手   
昇     期に 確実に      

3～4年後 安定    費 獲  

現      計画   費        

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

   員    
  

化 に興味 持  
 材  生   成

  活動に興味 持      生  う       

    プ  B

10年後   院生  位  

6～7年後   院生  成

3～4年後
  頃に最初 卒 生 輩出 
 生にあ    テ    発     

現 
現 属  まだ  室 属 行わ      
授  通   生に化  面白さ 伝   
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【キャリアプラン A】 

 

 

【キャリアプラン B】 

 

  

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

   員    
  

継続的   計画  材 成
 カ          続     めに  
継続的に  成果 求め    ま    成果
 生み出 に   に 材 成 力 必要 

    プ  A

10年後
 講  上  階  昇  目   
 1年に1報 論文報告 継続    よ 長期的  き 成果に      計画 実施

6～7年後
 講義 担当      1対1    集 に     提供  
 1年に1報 論文報告 継続    よ 長期的  き 成果に      計画 実施

3～4年後
 助   講  昇  目   
 1年に1報 論文報告 継続    よ 長期的  き 成果に      計画 実施

現 
 昇  テ プ    1年に1報 論文報告
  生 協働的に実験 実施   生 近 に     行う

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

病院       
  

病院       未来
 カ        継続出来     合 
次     プ  

    プ  B

10年後      深め 

6～7年後  認定           

3～4年後    上 問 点 抽出      始   

現 
   経験 無  め ま  知識  さ         
 病院   に   に向   就 活動
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【キャリアプラン A】 

 

【キャリアプラン B】 

 

  

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

        
 代 担う 生

     活動 両立
 カ   ク     続     め  テ プ
  プ   ように組む 

    プ  A

10年後
     活動 両立 継続      ザ       講  上に昇  き     
 目標     

6～7年後
 室  授 退官さ        変わ    新         に変わ    
     ポ  ト 動物実験   実験 成果 出       幅  げ  き   

3～4年後
 手      身   (博士後期 程      含め) 成果 1~2年 パ  論文に 
   授    担当  ように 次 若手   採択 必須  

現 
 員4年目   ナ禍 中 よう   生実習 卒論         生      
           き   有機合成だ    動物実験 修 に 挑戦中 

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

  に興味 疑問
 持つ 

                    あ    う伝   

    プ  B

10年後
              よう    参 に わ        伝  

    き ?

6～7年後
 校生 ように将来     に   参 に わ        伝     

 き ?

3～4年後 6年   生に    話 将来  伝      き ?

現 
生命創 科 科  生に  身 話  き  ....  経験    め   上 話 

 き     ６年   生に   面白さ   さ あま 伝         
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【キャリアプラン A】 

 

 

【キャリアプラン B】 

 
 

  

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

 生  員 
    患 

医療 医 品 よ  度に     
 新  ダ テ    パク質 核酸 
細胞治療     

 ベ   ク 知識         対応 
き    

 現         う垣根 まま よ  
  

    プ  A

10年後 細胞治療              関わ       当    医療    

6～7年後
      絡め  生   まだ実用化さ          に     よう 
      医療   生    に     

3～4年後 新  ダ テ  医療現 に本格的に出始め    

現 
  に   遺伝子治療 細胞治療   新 ダ テ        的 実用化さ 
始め    に       的確に対応 き      数

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

   働 
   

      き    整  
      に  よう 状況に   
     員   発表 き よう 支援 実施 重要
 病院            め          

    プ  B

10年後
       材交流 形   行き来 促  き よう       に 

    員 病院に出向    経験 積む   家      に集中的に  組む
期        

6～7年後
   行     実 家 員        生   ポ ト 併任   
           良    う   示       

3～4年後
             必    位に       よ  個     無 
   き テ     構築 支援 行う 

現 
        形成に      重要  向上     一     ポ ト 
持       働       数 
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【キャリアプラン A】 

 

【キャリアプラン A】 

 

 

  

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

 局   
    き   づ  
     中断 転   支援

  望    発表          
  回   →     提案 き 

    プ  A

10年後 地  局    活動  き    整  

6～7年後

 児 並行  働  模索       づ  

 材 限       負担   働    可 に

   ト  働き 模索

3～4年後

現   状況把握 

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

      
  生

      
  活動

現    活動   病院      に    一般的 言      
     活動 定着  めに 現   実例 成  生 意識改革 必要

    プ  A

10年後
           調 につ   重点(意識) 変化             
処 監査 病棟     活動 柱   ように活動  後輩 成 行     

6～7年後
  に       に            定着    枠    費用    目   
  ム医療 中      に    関わ    ( 位     活動  信頼証明    )

3～4年後

実際 患     用       実施(   テ ピ    向き  ) 医  看護  協力

           必須 あ  他                    実 実習生
    に          活動につ  実例紹介  き      活動     介入
 手当付加  打診 

現 
 位  後に よ        め      施設 移動     行う 向き    め
    めに 院内  員    活動 啓発 行う(    ト調査  によ  興味 あ  
員 抽出   活動      署 選定    によ      啓発)
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Dグループ 

 

 

【代表的なキャリアプラン A】 

 

  

 3 博士          つ未来 可  (   意  ま め   ト Gr D

10年後 誰      内容説明

1 6年  生
      中途半端    
     整  べき 

6年    中            に   
    ぞ  深化さ  

2
  現 
  現 

 材 成 観点   双  現
  意   有さ     

双  現  声 意   有   双     
    知 機  つ  

3
  現 
    

     捻出   効率化 
図       力養成

PhD      活動 活 化 図 

4
  現 
    

    標準化

    変遷  対応

医    ク  ト AI  入 に適応    

 め    標準化    変遷  対応 必要 
   Ph.D    先陣      べき

5
 類
 社 

 生化  発展に寄与
 現代社 にあ 医療   
 個別化医療 実現

医 品ベ       設立
Ph.D    起   
治療法 無 疾患に対  新 治療法  発

6
医療 
志 子達

誰  最先端    知識  
   困難

世界的   プ  トホ ム 構築

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

 類 肥満 寿命 関    明 脂肪組織 線維化 寿命 引き 

代表的     プ  A

10年後 医 品ベ       設立

6～7年後 PI，    ，    

3～4年後      海 留  

現     

Gr D
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【代表的なキャリアプラン B】 

 

 

  

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

医療 志 子達  世界 通   だ        きに最先端    知識     

代表的     プ  B

10年後     ネ ト 通  だ    つ   クセ 可    プ  トホ ム 構築

6～7年後 世界的   プ  トホ ム 構築

3～4年後 Ph. D.    賛     領域 拡充 

現 Ph. D.    賛    

Gr D

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

家族 ワ ク           生活 家庭      に過ご  

代表的     プ  B

10年後     ネ ジ     活躍   め 奔走   子供        に    

6～7年後 子供  き  店長 任さ     定  上     思     

3～4年後 婚約      機にド    ト に転  

現 29歳 独身 

Gr D
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E グループ 

 

  

 3 博士          つ未来 可  Gr E

10年後 誰      内容説明

1 医療  
恒久的 医療   最適  物
治療 提供

提供  テム 構築

2 次世代  成 伝承  代に併  次    担う 材   

3 公衆衛生 世界中   ヘ    
   治療効率 悪 疾病 削減
 治  Society5.0 実現

4  カ       ぞ    
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【代表的なキャリアプラン A】 

 

 

【代表的なキャリアプラン B】 

 

 

 

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

世界中  
  社  

健康維持 維持 成長 
適  栄養素 届     健康に貢献  
 売上 伸   

代表的     プ  A

10年後  本 管     戻        

6～7年後 海  ＥＵ        に 世界 技術 ポ ト経験

3～4年後 海   ジ         に  ジ  技術 ポ ト 経験

現  本に 技術営 

Gr E

 3 博士          つ未来 可  

誰      内容説明

世界中  
  社  

健康維持 維持 成長 適  栄養素 届     健康に貢献  

代表的     プ  B

10年後 国内         非常勤講 ＋ ド  ク ト       

6～7年後

3～4年後 海        に  ジ  技術 ポ ト 経験

現  本    ト    ＆ヘ     に 技術営 

Gr E
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事後アンケート結果 
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